
旅行・ペットホテル

　猫は乗り物に乗って移動したり、環境が変化する事

を嫌います。従って犬のように人についていろんな場

所に出かけたり、旅行したりする事を楽しむことはあ

りません。短期間の旅行であれば、飼い主と出かける

よりも家ですごさせてあげるのがよいでしょう。

　旅行中猫を自宅で留守番させる場合には、出来れば

猫が良く慣れている人に世話を頼みましょう。私の場

合は、猫の大好きな友人に有料でキャットシッターを

頼み、出かけている間毎日トイレの敷物の交換と

事、そしてテレビを見ながらしばらくの間猫とすごし

てもらうようにしています。

　それが不可能な場合には動物病院やペットホテルに

預ける事になりますが、まずは日頃からお付き合いの

ある所に頼みましょう。預かってもらっている間の様

子を聞き、また帰ってきてからの猫の様子を見て、問

題なさそうであれば毎回同じ場所に預ければ、猫も少

しずつ慣れてきます。特に病気を持っている猫では、

日頃からお世話になっている病院に預けることが出来

れば病状もわかっているので安心です。

　動物病院やペットホテルに預ける場合には、普段

使っている敷物や べ慣れた 事を持っていってあげ

ると良いでしょう。複数の猫が集まる場所ですから、

ワクチンが済んでいない場合には前もって接種してお

くようにしましょう。

　私の病院でも入院やペットホテルで猫を預かる事が

よくあります。最初はケージの隅っこで動かなかった

り、時には「シャーシャー」と怒ったりしている猫

も、数日たてばまるで人（猫？）が変わったように

「ゴロニャン」とすり寄ってきます。狭いケージの中

でも驚くほどうまく順

応し、トイレもすぐに

えてくれます。また

犬のようにケージから

出たがって騒ぐことも

ありません。

　ただし、まれに病院

やペットホテルで恐い

体験（たとえば知らな

い人に押さえられた

り、犬の声を間 で聞くなど）をしたことが心の傷と

なって、 い間尾を引く場合があります。

　ペットホテルから帰ってきておびえたり、攻撃的に

なったりしてもだんだん落ち着いて来るようであれば

心配ありませんが、同じ状態が く続いたり、悪化す

るようであれば、心の病気として治療が必要な場合も

あります。このような場合には獣医師にご相談くださ

い。

　移動のない 期間の旅行や毎回決まった場所へいく

場合もしも旅行が 期であるなら、 い間猫に寂しい

思いをさせるよりは連れていってあげることも考えて

もよいかもしれません。もちろん転々と知らない場所

を移動するような旅行では、猫にとって大きなストレ

スになるので連れていくことは賛成できません。しか

し特定の場所に滞在し、しかも何度も訪れるような場

所なら猫も慣れ、ストレスがかかるのは移動中だけで

すむかもしれません。ただし移動中や旅先で行方不明

になってしまった場合には再会することは難しく、十

分注意すると同時に、必ず迷子札はつけておきましょ

う。

－「環境の変化に猫を慣らす」の最後に－

　猫を 年見てきて思うのですが、猫は以外に柔 な

心の持ち主なのではないでしょうか。確かに猫は環境

の変化に最初はひどく過剰に反応します。ところが最

初は新しい環境を全く受け入れようとしないかのよう

に見えて、しばらくすると突然、あたかもずっと以前

からそこにいたかのように、慣れてしまうことも少な

くありません。

　社会性の乏しい動物であるため、私達人間や犬達の

ように相手に気を使ったり、我慢をしたり平 を装っ

たりということがないからでしょうか？環境の変化を

受け入れた猫は、まるで今までの事がなかったかのよ

うにすまして悠々と暮らしているように見えます。
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